
薬草園だより

令和８年４月号

春です！！

モクレン科
ボウシュンカ（望春花）

日本では、タムシバも
しくはコブシのつぼみ
が辛夷と呼ばれ、生
薬として使われていま
す。一方、中国ではボ
ウシュンカ、ハクモク
レン、もしくはマグノリ
ア・スプレンゲリのつ
ぼみが辛夷と呼ばれ
ています。

メギ科 イカリソウ

ヒガンバナ科
スノードロップ

春の到来を告げる横浜薬科大学の桜は、今年は卒業生を見送ると
共に新入生を出迎えてくれました。

しかし、きれいなのは桜だけではない！ということで、２月末～３月
の薬草園の様子をご紹介します。

ユキノシタ科

ヒマラヤユキノシ
タ

アブラナ科
キバナスズシロ



ミズキ科 サンシュユ

生薬名：山茱萸
薬   効：滋養、強壮
用途例：八味地黄丸

キンポウゲ科
キクバオウレン

生薬名：黄連
薬     効：苦味性止瀉
用途例：黄連解毒湯

モクセイ科 レンギョウ

生薬名：連翹
薬   効：消炎、排膿
用途例：荊芥連翹湯

アンズ
生薬名：杏仁（キョウニン）
薬   効：鎮咳去痰
用途例：麻杏甘石湯

ウメボケ

アーモンド

花の直径は５ｃｍくらい。

カリン

横浜薬科大学 ベジ部 清水美帆
漢方薬学科 梅原 薫
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